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１．緒言
　本研究では，図画工作教育の在り方を過去の出来
事としてみるばかりではなく，今日まで辿ってきた
未来を予知するためであることを目的としている。
現代の生活は，温和であり，いろいろなものが豊か
にあり，簡単に，しかもお金さえあれば容易に希望
の物を手に入れることができ，これらが糧として生
活に潤いをもたせている。そういった生活の反面，
図画工作教育の在り方について，本来の目的とは違
う理解，あるいは理解が低下してきている。特に，
ものを大切にすることやものを作り上げていくとい
うプロセスの大切さについてである。また，教育に
は，いろいろな問題も掲げられてきている。以前の
学習指導要領の「ゆとり化」による学力低下や，都
会化志向よる自然とのふれあいの減少，学校環境問
題，保護者との関係における教育の在り方など，と
様々である。図画工作には，それらを担う役割があ
る。
　こうしたテーマについて，筆者は継続して紀要に
論述してきた。現在の図画工作という科目は人間教
育の大切な教科の一つとして，昭和22年からおよ
そ10年おきに指導要領が改訂されてきた。前回は
戦後最初の教育変換の動乱期についてとりあげた。
これを契機として本研究では，戦時中の図画工作教
育について，記述することとした。そして，これら
の研究を基に，現在そして未来の図画工作教育研究
へと繋げていきたいと考える。
２．研究目的
　我が国の教育は，特に戦後の昭和20年を境に，
それまでの教育とは一変し，今日まで，すでに65
年の歳月を経た。それゆえ，現在（2009年）は多
方面に於いて転換期あるいは過渡期である。戦後ま
もなく誕生した人たちは，それまでの戦争で多くの
人の命を失ったことから，平和を願って生まれたベ
ビーブームの時代として繁栄し，それゆえ団塊の
世代ともいわれる。彼らは，今はもう60歳を超え，
企業労働者において定年を迎えた人たちも多い。政
治においても，改革の年として政権交代もなされ，
そういった時代的な変革は本研究の糸口ともなっ
た。
　さて，我が国の教育の歴史において，「芸能」と
いう名称を用いた時代がある。芸能といえば，現
今イメージされるものは，ムービースターや TV
タレント，お笑い芸人がするものである。その
芸能は英語で「public entertainment」，あるいは
「Performing Arts」というが，ここでいう「芸能
科」は「public entertainment」とは意味が違うも
のであると考えられることから「Performing Arts」
とした。芸能科が施行されたのは，戦時中で，昭和
16年から20年の間，およそ５年間である。それま
での学校教育は尋常小学校から始まりその後，尋常
高等小学校や，中学校，高等女学校，師範学校な
ど，いくつかの教育課程へ分離して行っている。し
かし，国民学校では小学校は初等科，高等科とし，
そして中等教育として，それまで中学校令，高等女
学校令，実業学校令と別々の学校令であったものを
一つにまとめた。また，教育の内容を皇国民の錬成
を第一の目的として，配属将校による軍事教練の強
化，武道の重視，勤労作業の徹底等を特色とした。
この時代に日本という国が未来を背負う子どもたち
に何を期待したのであろうか。
　本論は，戦時下の国民学校における教育について
論述するものである。現在の過渡期と戦時中とは
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まったく違った時代背景，世界でもある。現在の豊
かな生活とは正反対で，物や資材，衣料や食物も少
なく，ましてや今のようなコンビニエンスストアな
ど当然ない時代で，教育の在り方も全く違ったもの
であった。しかしながら，研究を進める上で，当時
の子どもたちと現在の子どもたちと精神的なものは
逆で，希望に満ちた時代あったと考えられるのであ
る。この芸能科の図画工作教育を通して過去につい
て触れて，現在そして将来の教育へ繋げたい。
３．芸能科の創成
　戦時体制期の教育といわれる時期は，昭和12年
から昭和20年である。この間，昭和16年３月１日
勅令第百四十八号において，国民学校として公布さ
れた。その第四条に「国民学校ノ教科ハ初等及ビ高
等科ヲ通ジ国民科，理数科，体練科及芸能科トシ高
等科ニ在リテハ実業科ヲ加フ（…略）芸能科ハ之ヲ
分カチテ音楽，習字，図画及工作ノ科目トシ初等科
ノ女児ニ付テハ裁縫ノ科目ヲ，高等科ノ女児ニ付テ
ハ家事及裁縫科目ヲ加フ（…略）」とされた。
この芸能科は昭和16年３月14日文部省令第４号と
して「国民学校令施行規則」が出され，その第十三
条に「芸能科ハ国民ニ須要ナル芸術技能ヲ修練セシ
メ情操を醇化シ国民生活ノ充実ニ資セシムルヲ以テ
要旨トス　技巧ニ流レズ精神ヲ訓練スルコトヲ重ン
ジ真摯ナル態度ヲ養ウベシ　我ガ国芸術技能ノ特質
ヲ知ラシメ工夫創造ノ力ヲ養ウニ力ムベシ　教材ハ
成ルベク土地ノ情況ニ応ジ生活ノ実際ニ即シ且国民
的情操ノ陶冶ニ資スルモノタルベシ　日常生活ニ於
ケル応用ヲ指導シ個性ノ伸長ニ留意スルト共ニ適宜
共同作業ヲ課スベシ　躾ヲ重ンジ姿勢ニ留意シ用
具，材料ニツイテ適切ナル指導ヲ為スベシ（…中略
…）第十六条　芸能科図画ハ形象ヲ看取シ表現シ且
作品ヲ鑑賞スルノ能力ヲ養イ国民的情操ヲ醇化シ創
造力ヲ涵養スルモノトス　初等科ニ於イテハ思想画
及写生画ヲ主トシ適宜臨画，図案及容器画ヲ併せ課
スベシ　高等科ニ於イテハ写生画，図案及用器画ヲ
主トシ臨画及思想画ヲ加ヘ適宜絵画其ノ他ノ美術を
鑑賞セシムベシ　教材ハ生活の実際ニ即シ国民的情
操の陶冶ニ資スルモノタルベシ　我ガ国ノ伝統的技
法ヲ尊重スルト共ニ東西ノ様式ノ別ニ拘泥スルコト
ナク広ク之ヲ指導ノ上ニ活用シテ児童ノ性能ヲ伸長
スルニ力ムベシ　形体色彩ニ関スル基礎的知識を授
クベシ　第十七条　芸能科工作は物品ノ製作ニ関ス
ル普通ノ知識技能ヲ得シメ機械の取扱ニ関スル常識
ヲ養イ工夫考案ノ力ニ培ウモノトス　初等科ニ於イ
テハ紙，糸，布，粘土，セメント，竹，木，金属等
ノ材料ニ依ル工作ヲ課スベシ　高等科ニ於イテハ木
工，金工，セメント工，手芸（女児）ヲ課スベシ　
前項ノ他必要ニ応ジ他ノ工作，図案及製図ヲ課スコ
トヲ得　機械器具ノ操作，分解，組立，修理等ニ付
テ指導スベシ　実業科工業ヲ課スル場合ニハ適宜之
ヲ併セ課スコトヲ得　材料，工具等ニ関スル知識の
大要を授け材料の利用節約，工具の整理保存に付テ
指導すべし　材料技法の進歩に注意シ之ヲ指導ノ上
ニ活用シテ児童ノ性能ヲ伸長スルニ力ムベシ　適宜
共同制作ヲ課スベシ」註１とある。
　時間数は毎週授業総時数とし１年生は23時間，
内，芸能科の習字，図画，工作合わせて３時間，２
年週総時間25時間で１年同様３時間，３年総時数
27時間で３時間，４年生に至っては総時数31時間
で男児５時間，女児３時間，５年・６年は総時数
33時間，男児５時間，女児３時間という構成から
始まっている。
４．芸能科図画・工作教科書「ヱノホン」及
び「図画」，「工作」にみる教育
4－1　芸能科指導の精神
（１）要旨
　初等科１・２学年は図画と工作を一体として編纂
し「ヱノホン」と称し，初等科第１学年は一及び二
を，第２学年は三及び四を用いるようになってい
る。初等科第３学年以上は図画と工作を分け教科書
が編纂されている。第４・５学年に於いては図画，
工作各々の教科書を更に男子用と女子用に分けて編
纂している。そして，それぞれの教科書総てには，
指導のための教師用を編纂している。
　教師用は「第一　芸能科指導の精神」から始まっ
ている。そして「（一）要旨」として，「一　皇国の
道の修練」，「二　国民生活の充実」，「三　芸術と技
能」とし，「一　皇国の道の修練」では，「芸能科教
育の要旨は先づ第一に皇国の道に即つて初等普通教
育を施し国民の基礎的錬成をなすにある。これは言
うまでもなく国民学校教育の一般の原則であるが，
特に芸能科の教育に当たるものの銘記しておく必要
のあることである。吾々は悠久の昔から吾々の祖先
が修練し創造してきた歴史的国民的な芸能文化の中
に養われ育てられている。そこには祖先が吾々に遺
した伝統的な物の見方，感じ方，考え方があり，遺
訓があり，遺風があり，道がある。そうしてそれ等
のものの帰結するところは，芸能文化の面を通して
皇運の扶翼ということにある。それが皇国の道であ
る。吾々はこの皇国の道に於いて現に生かされてい
ると共に，将来益々之を発揚して行かねばならぬの
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である。即ち芸術・技能を修練することを通してこ
の皇国の道に参じ，自分に於いて皇国の道を自証
し，皇国の道に於いて自分を自覚し，皇国の道の使
徒として，之を紹述し之を顕彰し以て国運の発展に
貢献して行かねばならぬのである。
　それは第一に修練である。（…中略）故に我が国
の伝統を忘れた外国の芸能への心醉や，図案を超え
た芸術至上主義とか美の為の美とかいうようなもの
であってはならないのである。あくまでも我が国芸
術技能の実修を通して皇国の道を体得せしめること
であらねばならないのである。
　次に芸能科は国民練成の為の教科である故に抽象
的な個人の人格の完成とか自我の現実の為の教育で
はなく，具体的に忠良な皇国臣民を練成する為の芸
能教育であり，又，国境を超えた単なる人間性の教
養ではなく，歴史的な日本国民性の錬成の為の芸能
教育であらねばならないのである。
　更にそれは基礎的錬成の為の教科である。故に児
童将来の多種なる発展の自つて出るその基礎に培え
ばよいのであって，専門じみた純粋美術の教育と
か，小芸術家をそだてるかのような教育に流れては
ならないのである。」註２と記述されている。
　次に「二　国民生活の充実」では，「抽象的な個
人というようなものは現実には存在しない。吾々は
根本的に歴史的・社会的な存在である。（…中略）
従ってかような生活を営む吾々には内にある国民
的・情操的なものを，具体的な客観的なものにまで
表現し形成していくことによって，どこまでも自分
を見てみて行き自覚してゆこうとする芸術的表現の
要求がある。そうして之を果たすことに於いて，深
い底からの満足と歓びがあり，又それによって吾々
の国民生活は豊醇にされ，潤沢にされ，生きがいの
ある生活をなし得るのである。そこに吾々の国民生
活の充実がある。芸能科はかような意味に於いて国
民の充実を目的とするのである。」そして，「三　芸
術と技能」は，「国民学校教育の一分節として，芸
能科の分換する部面は，芸術と技能の修練であり，
要するに情操の醇化ということにある。芸術は主と
して美的な価値の表現活動であり，技能は広い意味
では芸術を含むが，どちらかと云えば実用的・実際
的な価値の表現活動である。しかし，芸能科の中に
この二つが二元的に併立するのではなく，又，芸術
と技能とが別々に先ずあって，之を組合わせて芸能
科ができるものでもなく，本来一体である芸能活動
の両極をなすにすぎないのである。即ち芸術は技能
を反極としてもち，技能は芸術を反極としてもち，
共に情操を基調とした生活態度の現れであり，共に
行動を通し，物を素材として，合理的に形成してゆ
く表現の活動を中心とするものである。
　あくまでも実際生活を離れず，実際生活に即して
ゆこうとする芸能科に於いては，美と実用を一如の
姿で生活に具現してゆくことを理想とする。（…中
略）芸能科には各科目とも表現・鑑賞・理会等の諸
方面があるが，作ることと，見ることと，知ること
とは本来離るべからざるものであるから，これ等は
相互に密接な関係を保ちつつ，すべてこの精神を
もって貫かれ，且，常に反復練習と苦心推敲とのう
ちに百錬自得せしめることが大切である。」と記し
ている。
（２）芸能科指導方針
　芸能科の指導方針について，教師用に事細かく
記述されている。その項目として，「一　精神の訓
練」，「二　我が国芸術技能の特質」，「三　工夫創造
力の養成」とし，我が国の古来からの芸道の伝統，
すなわち，「術を超えて道を求め，技巧を問うして
精神を練り，心身一体，心技一致のところに，道を
修めて人間を作るということを重んじ…（略）。」と
示している。
　「二　我が国芸術技能の特質」では「芸能科に於
いては我が国芸術技能の特質を知らしめねばならな
い。祖先の遺産としての歴史的な芸能的作品は，国
民精神や国民的情操の最も具象的な現れであり，大
きな陶冶力をもつものである。…（略）我が国民の
芸能的天分や個性や伝統，及び外来文化摂取醇化の
精神・態度等を理会せしめ，これ等のものが今後の
我が国芸能文化創造の根幹となるべきことを，児童
の程度に応じて知らしめることが必要である。…
（略）。」
　「三　工夫創造力の養成」では「芸能に科に於い
ては工夫創造力の養成に力めねばならぬ。従って，
自発と個性を重んじ，表現の意慾を鼓舞し，発明創
案に力めしめねばならぬ。特に芸術的・技術的良心
を養い，小成に安ずることなく，推敲改良して己ま
ない態度を養うことが大切である。…（略）芸能科
に於いて知性的なものが重視せられている所以であ
る。」
（３）教材の選択排列
　教材は芸能科の目的を達成するために必要なもの
を国民生活及び学校行事の実際に即して児童の心身
及び技能の発達に留意すべきである。また，発生的
に展開と他の教科との作業関係を留意すべきとし
て，この趣旨に従って４段階の体系に分けて排列し
ている。
　第一期初等科　第一学年・第二学年
　児童の思想感情の拡充と表現意慾の自由暢達とを
主眼とし，特に児童の主体的活動，遊戯的態度に即
芸能科と呼ばれた初等教育の図画・工作教育時代について
150
して表現の豊富を期し表現の歓びを感得させること
を留意する。
　第二期初等科　第三学年
　前期の主体的な遊戯的な表現を次第に自覚的な又
目的的な表現に導き，観照的な写実的な態度への円
滑な誘導に力める。
　第三期初等科　第四学年・第五学年・第六学年
　観照的な態度を確立し，対象の理性的な認識を修
練させ，芸術的規範や自然の理法に随順せしめつつ
創造する精神を養い，技能を修練させる。
　第四期高等科　第一学年・第二学年
　第三期の綜合的応用を徹底し，之を生活に具現す
ることに留意すると共に，我が国芸能の伝統に関す
る理会と鑑賞を深め，以て国民的芸能創造の素地に
培うことに留意する。
（４）指導上の注意・其の他
　指導上の注意・其の他には「一　日常生活の応
用」，「二　個性の伸長と共同作業」，「三　躾・姿
勢」，「四　用具・材料」，「五　他教科・他教科・儀
式・学校行事との関係」として，その内容について
それぞれ記述している。
（５）設備・材料
　「芸能科は教科の性質上相当の物的設備材料が必
須である。」としているが，具体的には示されてい
ない。
（６）教師の教養
　芸能科を指導する教師について，「芸能科の使命
と重要性と，教科内容の進歩増大とに鑑み，教師の
教養は一段と高きを要求される，（…略）芸能科教
師の深い教養や高い識見こそ芸能科教育振興の眼目
といわねばならない。」としている。
4－2　芸能科図画指導の精神
（1）芸能図画の目的
「芸能図画は，形象を看取し，表現し，且，作品を
鑑賞するの能力を養い，国民的情操を醇化し，創造
力を涵養することを目的としている。」
（2）芸能図画の指導方針
一　教材の取扱に関しては常に国民的情操の陶冶に
留意すること。
二　学習は力めて生活の実際に即せしめ，且，之を
日常生活に具現せしめること。
三　確実なる技能の修練に力めしめること
四　創作態度の育成に力め，個性の伸長に留意する
こと。
五　表現に於いては東西の様式に拘泥することな
く，其の目的に応じて適切なる技法によらしめるこ
と。
六　躾を重んじ，姿勢に留意し，且，真摯なる態度
を養うこと。
（3）芸能科図画の教材
一　初等科第一・二学年に於いては，図画・工作を
児童生活に統合し，思想的表現を主とし写生的表現
及び図案的表現を加えること。
二　初等科第三学年以上に於いては，写生画・思想
画・図案を主とし，臨画・用器画を併せて課するこ
と。
三　高等科に於いては，写生画・図案・用器画を主
とし臨画及び思想画を加へ，絵画其の他の美術を鑑
賞せしめること。
四　初等科・高等科を通じて，形体・色彩に関する
基礎的知識を授けること。
（4）芸能科図画指導の体系　
　芸能科図画指導の目的に鑑み，児童心身の発達に
基づき，凡そ4期に分って指導する。
　第一期初等科　第一学年・第二学年
　この期に於いては，児童の思想を拡充し，情操を
深め，その表現意慾の自由暢達を主眼とし，特に児
童の主観的遊戯的態度に即して表現の豊富と表現の
愉悦とを促進する。図画・工作教材を統合して指導
する。
　第二期初等科　第三学年
　この期に於いては，前期の主観的遊戯的表現を漸
く自覚的・客観的表現に導き，写実的合理的態度へ
円滑に推移移動する。図画と工作を分離する。
　第三期初等科　第四学年・第五学年・第六学年
　この期に於いては，理知的批判力の発達に伴い，
客観的態度を確立し，合理的表現に熱せしめ，芸術
的技術規範と自然の理法とに随順しつつ創造する精
神を涵養する。
　第四期高等科　第一学年・第二学年
　この期に於いては，前期の客観的合理的表現を徹
底し，実際生活への応用的具現に力め，産業的基礎
陶冶をなし，特に我が国芸術技能の伝統に関する理
会と鑑賞を深め以て国民的芸術技能創造の素地に培
う。
（5）芸能図画と他教科・科目との関連
一　芸能工作とは常に密接なる関係のもとに指導す
ること。
二　色彩・図案・鑑賞等の指導は，芸能科家事・裁
縫との連絡に留意すること。
三　形体・色彩・図法等は，理数科と関係して指導
すること。
四　教材鑑賞は，適宜国民科国語及び国史と関係し
て指導すること。
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4－3　芸能科工作指導の精神
（1）芸能科工作の目的
「芸能科工作は，物品の製作に関する普通の知識技
能を得しめ，機械の取り扱いに関する常識を養い，
工夫考案の力に培うことを目的とする。」としてい
る。
（2）芸能科工作の指導方針
一　科学的態度を重んじ，正確精密なる技能の養成
に力めること。
二　考案・製図・製作の学習課程を重視する共に，
適宜批判・鑑賞につき指導すること。
三　持久的に製作完成する態度を養い，実践的性格
の錬成に力めること。
四　伝統的技法を重んじると共に，常に新時代の技
術の進歩に留意し，適宜之を指導の上に活用するこ
と。
五　既習の知識技能は力めて日常生活の実際に応用
し，其の合理化・美化に力めるよう指導すること。
六　適宜共同製作を課すこと。
七　材料・用具に対する理会を与え，之を尊重する
習慣を養うこと。
八　躾を重んじ，姿勢・態度に留意すること。
九　芸能図画と関係して情操の醇化に力めること。
（3）芸能科工作の教材
一　初等科第一・二学年に於いては，図画・工作を
自動生活に統合し，思想的表現を主とし模索的・写
生的表現等を加えること。
二　初等科三学年以上にありては，紙・絲・布・粘
土・セメント・竹・木・金属等の材料を用い，思想
作・写生作・臨図作・模作及び製図を課すること。
三　高等科に於いては，木材・金属・セメント等の
材料を用い，図案・製図及び臨図作・模作等を課す
ること。必要に応じ其の他の材料による工作を加え
ること。女児にありては手芸を加えること。
四　初等科高等科を通じて，機械器具の操作及び分
解・組立・修理等につきて指導すること。
五　材料・工具・工作法等に関する知識の大要を授
けること。
六　形体及び造形機能に関する知識を授けること。
（4）芸能科工作指導の体系
　芸能科工作指導の目的に鑑み，児童心身の発達に
基づき，凡そ４期に分って指導する。
第一期　初等科　第一学年・第二学年
　この期に於いては，児童の思想を拡充し，情操を
深め，その表現意慾を啓培することを旨とし，特に
児童の主観的遊戯的態度に即して表現の豊富と表現
の愉悦とを促進する。図画・工作教材を統合して指
導する。
第二期　初等科　第三学年
　この期に於いては，主観的表現から客観的表現に
誘導し，漸く合理的なる機能表現へ誘導し，用具・
材料に関する注意を喚起する。図画と工作を分離す
る。
第三期　初等科　第四学年・第五学年・第六学年
　この期に於いては，理知的批判力の発達に伴い，
合理的機能の表現を鍛錬し，工具・材料の処理に習
熟させ，創造的活動力を養い，表現技術の修練に留
意する。
第四期　高等科　第一・二学年
　この期に於いては，前期の客観的合理的表現を徹
底し，生産的陶冶をなし，特に我が国芸技術文化の
伝統に関する理会を深め，材料技法の進歩に留意
し，機械操作・考案設計・発明創造の力を練り，以
て科学的精神を養い工業的修練の素地に培う。
（5）芸能工作と他教科・科目との関連
一　芸能図画とは常に密接なる関係のもとに指導す
ること。
二　女児にありては，芸能科家事・裁縫との連絡に
留意すること。
三　高等科に於いて実業科工業を課する場合は，適
宜之と併合して課することを得ること。
四　材料・工具・機械・製図等に関する事項は，特
に理数科と関係して指導すること。
4－4　第一期の図画工作教材の種類とその内容
（解説）
　①写生的表現教材…実物に即して観察看取したる
ものを表現せしめるもので，絵画的平面上への表現
及び彫塑的立体的表現を意味するものである。
　②思想的表現…記憶想像に基き思想感情を表現せ
しめるもので，工夫創造の初歩に類する具体的表現
をなさしめるものである。絵画的平面上への表現・
彫塑的立体的表現・機械的あるいは建築的工芸的構
成等の直接表現を意味するものである。
　③図案的表現教材…工夫を表現せしめるもので，
美的構成及び機能的構成の未分化的なる図面上への
表現である。
　④模索的表現教材…実物又は標本に基き之を模倣
せしめるものである。
　⑤其の他の教材…学習教材・用具に関する正しい
知識を与え，その処理・表現・操作に習熟せしめる
よう導くことも重要な教材である。又，美しさを作
品及び自然について味ははしめること，色彩及び形
体に就いての正しい感覚や知識を習得せしめ或いは
之を正しく批判させるようなことも重要な教材であ
る。
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５．芸能科図画・工作の用具・材料
（１）用具＜全21＞
　授業に使用する用具を指導書の中に説明してあ
り，全部で21種類である。大きさや材質，使用法
など，簡潔に記してある。以下に記すものである
が，簡略して紹介する。
　１．唐鋏（児童用）…刃渡り５cm 位＜図示＞　
２．ものさし（児童用）…全長30cm 竹尺＜図示＞
３．喰切…全長10cm 位　４．針　５．粘土板（児
童用）…25×30cm 位・小さくても20×25cm の
広さが必要　６．粘土箆（児童用）　７．濕布（児
童用）…晒木綿又は類似品幅・長さ25cm　８．画
鋲…100本入り２箱の備え　９．羅紗鋏…刃渡り
12cm 位　10．切出小刀　11．砥石…荒砥，中砥，
仕上砥ほか　12．粘土練臺…厚さ４cm，幅25cm，
長さ45cm 位，脚をつける　13．バケツ　14．箱
…材料・作品を入れる適当な箱　15．大型三角定
規（教師用）…木製50cm 位１組　16．大型コン
パス（教師用）…全長50cm 位　17．紙切断機（押
切）…１台　18．裁板・裁定規…朴又は桂の厚さ
1.5cm の板で幅18cm 長さ25cm 位　19．粘土貯蔵
甕　20．手錐…10本位備える　21．打抜…大小数
種刃の部分に注意。以上の内容である。
（２）材料＜全13＞
　材料についても教師用に全13種類の内容を明記
している。以下のような内容である。
　１．画用紙…Ａ列４番が適当あるいは B 列４番
　２．色紙…標準色及びクレヨンの色に準じたも
の，大きさは15cm 平方等　３．羅紗紙…低学年
には八切（315×235mm）及び十六切（107.5×
235mm）が適当　４．艶紙…低学年には八切・
十六切が適当　５．板紙…マニラボール紙四六判
225ポンドが適当　６．方眼紙…１cm 目のもの　
７．セロファン…透明，接合，装飾等に使用　８．
ひご…太さ直径１，２，2.5mm の三種類　９．きび
がら…満州産のコーリヤンの茎で低学年児童の立
体的構成材料として適当，力が乏しいのは欠点　
10．鉛筆…太く描け，折れにくいもの，２Ｂ位が
適当　11．クレヨン類…標準色に近いもの，初等
科第一・二学年は，アカ・ダイダイ・キ・ミドリ・
アヲ・ムラサキ・チャ・ワウド・ネズミ・クロ・ソ
ラの十一色を選定　第三学年以上は十一色の外，シ
ロ・キミドリ・アヰ・コゲチャの四色を加え十五色
のクレヨンを使用せしめる　12．糊…生麸を使用，
他の澱粉楜　13．粘土…土地に産する自然のもの，
配合されたもの　△粘土の精製　△水簸法　△粘土
の練り方　△粘土保存法としている。
（３）ヱノホン掛図による教育
　授業において，掛図を使用し，児童の見る教材と
して，重要視している。現在の視聴覚教材に相当す
るものである。ヱノホン掛図は，芸能図画，工作教
材に対応して，児童の理会註３を助け，参考資料を
提供し，以て指導能率を増進するために編纂されて
いる。図画教材説明として，１．表現技法説明のも
の　２．表現参考資料　３．図案構成法，図案表現
説明用のもの　４．図案参考資料　５．構図法説明
のもの　６．陰影法説明のもの　７．図法説明のも
の　８．形態説明のもの　等としている。
　工作教材説明用として，１．工具及びその使用法
説明のもの　２．教科説明用のもの　３．基本工作
法説明用のもの　４．主要教材の工作図　５．製作
の参考資料　６．製図法説明用のもの　７．設計考
案の参考資料　８．意匠図案参考資料　９．形体説
明用のもの　10．機械の構造及び操作法説明用の
もの　等　以下，掛図についての使用法を留意して
いる。また，鑑賞指導用掛図とその使用法について
も個条されている。一　児童の生活及び心理に即す
ること。二　醇正，健全にして基本的な日本美術を
主とともにすると共に東洋及び西洋の美術も若干採
用し，要は国民的情操の醇化に適するを主眼とする
こと。三　時代に於いて古今にわたると共に，出来
る限り各時代，各流派の典型的作品をとり，高等科
に至って美術史的整理をなすに便すること。四　必
ずしも大美術家の傑作のみに限らないが作者の人格
をも顧慮して力めて芸術的にすぐれ且，時代の淘汰
を経て定評のあるものをとること。五　力めて表現
の様式が多様性にわたること。六　部門としては絵
画・彫刻・建築・工芸等にわたること。七　図画・
工作教科書教材は勿論，他教科・他科目教材と連絡
あるものをとること。八　分量は各学年凡そ五・六
点づつを標準とすること。このようなことから，取
扱いの注意事項等を掲載している。（以下略）
６．図画・工作の教材
（１）初等科第一・二学年の図画・工作教材
　教材の種類として（1）表現教材　（2）鑑賞教材
（3）説話教材　があり，表現教材には①思想画　
②写生画　③臨画　④図案　⑤用器画とし，児童の
発達に即し４期に割って配分し，各期それぞれの目
的に従って指導するようになっている。
　教材の取扱について具体的指示がしてあり，「ヱ
ノホン」にその表現例を掲載している（図１．参
照）。ヱノホン教師用書の「一」，「三」（図２．参
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照）は児童用の２倍の大きさで，「二」，「四」は
教師・児童とも同じ大きさである。また，「初等図
画」，「初等工作」は児童用も教師用も同じ大きさで
ある。（図３・４参照）第４学年からは男子用と女
子用とに教科書が別版されているが，中身はあまり
変わらない。これらの内容について第３学年の「ヱ
ノホン」を取り上げてみる。「ヱノホン三」では４
月から10月の図画教材では全27の題材を示してい
る。以下，参考として，27題材の例を掲載する。
（表１．および図５～36参照）
初等科図画の内容
（第一学年・二学年は図画と工作を合併し，「ヱノホン」としている）
　教材の種類　　　　　　　　第一学年　　　　　　　第二学年
　説話　　　　　　　　　　　なし　　　　　　　　　１教材　　１時間
　説話及び思想的表現　　　　１教材　　１時間　　　なし
　模作的表現・思想的表現　　６教材　　８時間　　　４教材　　８時間
　思想的表現　　　　　　　　32教材　　36時間　　　29教材　　36時間
　模索的表現　　　　　　　　２教材　　２時間　　　２教材　　２時間
　図案的表現　　　　　　　　６教材　　７時間　　　５教材　　５時間
　写生的表現　　　　　　　　６教材　　６時間　　　８教材　　８時間
　　　計　　　　　　　　　　53教材　　60時間　　　49教材　　60時間
表１．教材一覧（「ヱノホン三」教師用より）
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月別 題　名 教法 時限
四月
１ い ろ 説 話 一 時 限
２ 春 が 来 た 思 想 的 表 現 一 時 限
３ ひ よ こ 思 想 的 表 現 一 時 限
４ 學 校 の き ん じ ょ 思 想 的 表 現 一 時 限
５ ふ で た て 模作的思想的表現 一 時 限
五月
同 同 同
６ お と も だ ち 寫 生 的 表 現 一 時 限
７ で ん し ゃ 模作的思想的表現 二 時 限
８ 海 の せ ん さ う 思 想 的 表 現 一 時 限
９ 軍 か ん 思 想 的 表 現 一 時 限
六月
10 な つ の 花 寫 写 生 的 表 現 一 時 限
11 か ざ 車 模 作 的 表 現 一 時 限
12 花 の も や う 圖 案 的 表 現 一 時 限
13 とんびとちゃわん 思 想 的 表 現 一 時 限
14 學 校 思 想 的 表 現 一 時 限
15 せ ん し ゃ 思 想 的 表 現 一 時 限
七月
16 や さ い 寫 写 生 的 表 現 一 時 限
17 す ま ふ 思 想 的 表 現 一 時 限
18 お う ち 思 想 的 表 現 一 時 限
19 む し の も や う 圖 案 的 表 現 一 時 限
20 ど う ぶ つ 思 想 的 表 現 一 時 限
九月
21 夏 や す み 思 想 的 表 現 一 時 限
22 む し か ご 思 想 的 表 現 一 時 限
23 く だ も の 寫 写 生 的 表 現 一 時 限
24 く だ も の 寫 写 生 的 表 現 一 時 限
25 お 祭 思 想 的 表 現 一 時 限
十月 26 人 思 想 的 表 現 一 時 限
27 う ら し ま 太 郎 思 想 的 表 現 二 時 限
154
＜4月＞１．いろ　２．春が来た（図５，６）　３．
ひよこ（図７，８）　４．学校のきんじょ（図９）　
５．ふでたて（図10）　＜５月＞６．おともだち
（図11，12）　７．電しゃ　８．海のせんさう（図
13）　９．軍かん（図14）　＜６月＞10．なつの
花（図15，16）　11．かざ車　12．花のもやう　
13．どびんとちゃわん（図17）　14．学校（図18，
19）　15．せんしゃ（図20）　＜７月）＞16．や
さい（図21）　17．すもう（図22，23）　18．お
うち　19．むしのもやう（図24）　20．どうぶつ
（図25）　＜８月＞21．夏やすみ（図26）　22．む
しかご（図27，28）　23．くだもの（29，30）　
24くだもの　25．お祭（31，32）　＜10月＞26．
人（33，34）　27．うらしま太郎（35，36）とあ
り，大方１題材に見開きページに掲載し，すべて大
人の描いた模範的絵であり，立体作品群である。左
面は部分的練習のためのもので，モノトーンであ
る。一方右面は，大方カラーで完成された絵や立
体，あるいは展開図が示してあり，臨画として使用
できるようになっている。教師用の指導書には「要
旨」，「準備」，「指導」，「備考」の項目を明記しそれ
ぞれの教材解説をしている。これらの本は藁半紙の
画用紙のような材質の厚口で，粗末な仮製本判であ
る。
図１．「ヱノホン」（上段「一」の１頁）
　　　（下段左「二」，下段右「三」の表紙）
図３．「初等科図画」の表紙，左上「二」の男
子用，左下女子用右上「二」の四年の教
師用，右下「三」五年教師用）
図４．上段「初等工作一」の右，児童用左，
教師用，下段「初等工作三」の女子用
（左），男子用（右）
図２．「ヱノホン」表紙
　　　（左－「三」児童用，右－教師用）
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図５．「ヱノホン三　２．春が来た」
　　　思想的表現　１時間
図６．「ヱノホン三　２．春が来た」
　　　クレヨンによる作例（カラー掲載）
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図７．「ヱノホン三　３．ひよこ」
　　　思想的表現　１時間
図８．「ヱノホン三　３．ひよこ」
　　　貼り絵を応用したもの（カラー掲載）
図９．「ヱノホン三　４．学校のきんじょ」
　　　（カラー掲載）
　　　思想的表現　１時間
図10．「ヱノホン三　５．ふでたて」
　　　（カラー掲載）
　　　模作的表現・思想的表現　２時間
芸能科と呼ばれた初等教育の図画・工作教育時代について
図11．「ヱノホン三　６．おともだち」
　　　写生的表現　１時間
図12．「ヱノホン三　６．おともだち」
　　　（カラー掲載）
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図13．「ヱノホン三　８．海のせんさう」
　　　（カラー掲載）
　　　思想的表現　１時間
図14．「ヱノホン三　９．軍かん」
　　　（カラー掲載）
　　　思想的表現　１時間
図15．「ヱノホン三　10．なつの花」
　　　写生的表現　１時間
図16．「ヱノホン三　10．なつの花」
　　　（カラー掲載）
中　野　隆　二
図17．「ヱノホン三　13．どびんとちゃわん」
　　　思想的表現　１時間（粘土）
図18．「ヱノホン三　14．学校」
　　　思想的表現　１時間
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図19．「ヱノホン三　14．学校」
　　　（カラー掲載）
図20．「ヱノホン三　15．せんしゃ」
　　　思想的表現　１時間（粘土）
図21．「ヱノホン三　16．やさい」
　　　写生的表現　１時間
図22．「ヱノホン三　17．すまふ」
　　　思想的表現　１時間
図23．「ヱノホン三　17．すまふ」
　　　（カラー掲載）
図24．「ヱノホン三　19．むしのもやう」
　　　図案的表現　１時間（カラー掲載）
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図25．「ヱノホン三　20．どうぶつ」
　　　思想的表現　１時間　（模写）
図26．「ヱノホン三　21．夏やすみ」
　　　思想的表現　１時間
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図27．「ヱノホン三　22．むしかご」
　　　思想的表現　１時間
図28．「ヱノホン三　22．むしかご」
　　　（カラー掲載）
図29．「ヱノホン三　23．くだもの」
　　　写生的表現　１時間
図30．「ヱノホン三　23．くだもの」
　　　（カラー掲載）
図31．「ヱノホン三　25．お祭」 図32．「ヱノホン三　25．お祭」
　　　（カラー掲載）　思想的表現　１時間
中　野　隆　二
図33．「ヱノホン三　26．人」
　　　思想的表現　１時間
図34．「ヱノホン三　26．人」
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（２）初等科図画第三学年～第六学年
　図画の教材について，三学年～第六学年の教材項
目は，①思想画　②写生画　③臨画　④図案　⑤図
案容用器画　⑥用器画　⑦説話　⑧鑑賞　の７種類
である。それぞれの学年配当が記してある。ここで
は割愛する。教材組織の特色は①月割り配当になっ
ている。このことは「ヱノホン」初等科工作につい
ても同様である。②戦時色，国家主義的な教材が多
い。③第４学年以上の教科書は男女別冊になってい
るが，ほとんどの教材が同じである。④各巻に色彩
教材と形体教材を設け，色彩教材は我が国の教育に
おいて最も体系的なもので，形体教材の体系は初め
ての試みである。⑤説話の教材には鑑賞教材があ
る。⑥説話教材が多いが，色彩，形体，絵の具の説
明，配色の説明がこの中に含まれている。
（３）初等科工作の指導方法から見た内容（第三学
年～第六学年）
指導方法から見た内容での教材の種類は，①逸話実
習　②逸話臨図製作　③説話模倣製作　④説話工夫
製作　⑤逸話模倣共同製作　⑦思想製作　⑧写生政
策　⑨製図⑩　臨図製作　⑪臨図工夫製作　⑫臨図
共同製作　⑬模倣製作　⑭模倣工夫製作　⑮模倣共
同製作　⑯模倣共同工夫製作　⑰工夫製作⑱工夫共
同製作　⑲臨図共同製作　⑳操作　の20種類であ
る。それぞれ学年配当を記しているが，ここでは省
略する。
（４）初等科工作の教材の分類（第三学年～第六学
年）
　工作の教材の分類として，①技術指導を主とする
もの　②製図　③玩具　④実用品　⑤機構模型　⑥
形体模型　⑦その他　⑧操作教材　の８項目に分
け，それぞれの学年に配当している。技術指導を主
とするものの中には工具の使用法，工作方法等に関
するものが含まれている。製図は投影図，展開図を
含み，製作に直接付帯するものはない。玩具の中に
は，多少，機構的なものもある。実用品の中には学
校用品，家庭用品，女子の手芸などを含む。機構的
な模型の中には模型航空機，模型防毒面，自動車，
水車，船などの中の機構的なものを含む。形体模型
の中に，村，橋の模型，動力のない船などを含む。
その他には粘土による彫塑的なものや工芸的なも
の，枝細工などを含む。操作教材は道具や機械など
の操作に関するものを含む。詳細な内容については
省略する。
７．考察
　芸能科時代は戦時中の教育である。当時の悲惨な
戦争は，周知のごとく，中国における戦争から勃発
し，大東亜戦争から，アメリカを相手取り太平洋戦
争へ突入し，世界の各国を巻き込み，第２次世界大
戦へと拡大していった。この戦争の起こりは，日本
軍が中国に於いて事を起こしたことからとされてい
る。戦争の開始は明治の文明開化から75年経たと
きであった。これ依然に，第１次世界大戦といわ
れ，それに参加し，日本とロシアの日露戦争があ
る。当時，日本にとって，世界を知る上で，いろい
ろな意味において，劣等感がさまよっていたと考え
られる。新しい文明と日本魂といわれる武士道の世
界や男尊女卑，かたや紳士淑女の欧州の志向，世界
と比べたとき，日本に資源がない。資源を持たない
欧州の国々は，戦争とともに，植民地をつくり，拡
大していった。ここで，考えられることは，日本人
の劣等感克服であったろうか。やがては周知の通り
アメリカ軍の原爆投下によって終戦となった。この
悲惨な戦争によって今の日本の教育はあるのではあ
るが，戦争体験者は歳月とともに少なくなってい
る。
　この歴史的悲惨な教育はどのようにあったのであ
ろうかという疑問について，この国民学校時代の芸
能科は，すなわち，お国のために役に立つための教
育である。当時の図画の教材は，飛行機の絵，軍
図35．「ヱノホン三　27．うらしま太郎」
　　　思想的表現　２時間
図36．「ヱノホン三　27．うらしま太郎」
　　　（カラー掲載）
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艦の絵，兵隊さんの絵が主であった。工作も同様
で，題材に飛行機やグライダーなどが多く，「皇国
民」や「大和魂」といった戦争に勝つための意識を
教育の中でその精神として明記しており，日本の伝
統的技術を中心に，新たな技術を取り入れるための
方策，機械器具の分解や組み立てによる戦争道具の
慣れというものが含まれている。また，日ごろの児
童の生活では，農耕の手伝いや家事の手伝いなどを
行っている。当時のある国民学校高等科の女教師に
よると，アメリカ軍が攻めてきたときのために，小
学生とともに竹槍部隊をつくり，山に長け籠もる訓
練をしたという。この話について，記録や証拠とな
るものは残されていないが，筆者が当時の教師に直
接，聞き及んだものである。このエピソードは意外
にも全国的なことである。
　また，当時の教育の現れともいうべきことが実際
にあった。これは終戦記念日にかならず放映され，
周知であるが，沖縄がアメリカ軍に上陸，占有され
ようとしたとき，当時の女学校「ひめゆり学園」の
女生徒たちは，崖淵から飛び降り自殺をしている。
辱めを受けたくない一心だったと，生き残りの人た
ちのインタビューがある。日本の教育の「大和撫
子」と言われる所以でもある。
　さて，国民学校令施行規則の内容は，必須科目の
「芸能科」として音楽，習字，図画，工作で設置し
ていた。この「芸能科」の目的は「国民学校令施行
規則」に見られるように芸術技術を修練させること
によって，その気持ちを生活することに結び付ける
ということである。授業を通して，皇国民としての
精神を鍛錬させ，そして勤労作業を行い，協力させ
ることにあった。つまり個人のために学校で学ぶと
いうより，日本という国のために技術達成の訓練し
精神を向上（ひとつに）させるということがはっき
り分かる。その根拠となる教育方法は教師用に事細
かく示している。教育の中心は「臨画」であり，す
なわち，お手本通りに描く，作ることを目的として
いる。現在の教育では一切しない内容・方法であ
る。しかしながら，この教育体制の中で，今日に
至ってきているものがあり，その最も画期的な内容
は「色彩教育」である。色彩を体系化し，各学年毎
に指導を行っている。いま，若い人たちに流行して
いる「迷彩模様」も，その当時に学習内容に掲げて
いる。軍の戦闘服でもある。ここにおける色彩教育
は，最も簡単ンに分かりやすく学習させようとして
いるところに利点がある。
　初等第１学年の「ヱノホン一」では第１頁に「イ
ロ」とし，有彩色の「アカ，ダイダイ，キ，ミド
リ，アヲ，ムラサキ」，無彩色の「シロ，ネズミ，
クロ」の３色，合計９色の色名と色相を色紙で貼る
ようにしており，また「クレヨン　ノ　イロ」とし
て，この９色に加え「チャ，ワウド，ソラ」の３
色で11色を学習の最初に掲げている。「ヱノホン　
二」では直接に色彩はふれず，絵の表現のなかで自
然食として著わしている。例えば，「９．イロガミ
入レ」や「26．赤イ　リンゴ」などである。「ヱノ
ホン三」では再び第１頁に「イロ」と表記し，「一」
の「アカ，ダイダイ，キ，ミドリ，アヲ，ムラサ
キ，シロ，ネズミ，クロ」に加え「キミドリ，ミド
リアヲ，アヲムラサキ，アカムラサキ」の４色を
入れ，13色の色紙を貼ることによって，その色を
覚えさせるようにしている。「初等科図画二」４年
生では，やはり第１頁に「１．色」とし，明度11
段階，純色10色，明色10色，暗色10色，計41色の
それぞれの明度の合わせた表に色紙を貼るようにし
ている。次に，２頁には「２．色紙のもやう」とし
て，色の応用を記載している。初等第５学年の「初
等科図画三」では一頁に「１．色」とし，濁色，色
の純度，色料三主要色の混色について理解・学習さ
せようとするもので，明度11段階を中心に，純色，
濁色を27色，合計38色を色紙で貼るようにしてい
る。第２頁においては，「２．水彩絵の具」として，
絵の具の色名，混色について触れている。水彩絵
の具の色は「白，黄，黄土，茶，朱，赤，紫，青，
藍，緑，焦茶，黒の12色を示している。第６学年
の「初等図画四」では，前学年までに指導したこと
を総括して，やはり第１頁に「１．色」とし，色の
分類，三属性について明らかにし，さらに色の対比
について知らせ，色に対する感覚を鋭敏に，認識を
深めさせるという目的で掲載している。この色彩教
育は武井，川喜田らがドイツのバウハウスからもた
らした構成教育を導入したものである。
　このような色彩学習は，色彩教育の現場で行われ
ていることであるが，小学校における色彩学習の最
も基本的内容を初等教育の６年間のなかで，系統
だった色彩学習を教科書の第１頁に掲載し，行って
いたということである。現在の小学校の教科書で
は，こういった系統だった学習指導は，行われてい
ない。
　本研究を通して，当時の図画工作における表現の
内容は，現在あってはならない「戦争」であった
が，色彩学習に見られるような系統だった指導方法
は，今日の教育にも大切なことであり，この方式は
現在の教育にそのまま生かされてもよいものであ
る。この時代背景は悲惨であったものの，児童期に
おける発達の目的をもった教育の学習形態は，振り
返って見直し，今日の教育現場に取り入れてもよい
中　野　隆　二
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ものがあると考える。
８．結語
　芸術教育は平和のためにあると結論づけたい。小
学校における図画・工作，すなわち美術は教育の一
部であり総てではない。しかしながら，人間教育の
必要な要素である。教育の中に占める時間は少なく
てもよいが，末梢するものではないものである。そ
れは，絵を描くにしろ，物を作るということは，平
和を願う人の精神を支えるものであるということで
ある。それにも拘わらず，当時の芸能は戦争に勝つ
ための教育であったが，この教育目的は一つであ
り，それに向かったという国政による教育は，戦争
という目的でなければ，その教育方法は貴重なもの
である。
　今，ＩＴ時代でパソコンや携帯電話ひとつですべ
てが賄われるが，人間の本来の行為，すなわち手で
つくることを忘れることは，人間性を失ってしまう
と考えるしだいである。「平和のための教育」は，
イギリスの美術教育者ハーバード・リードが記述
し，美術の文化以上に世界の平和を願ったものであ
る。
　次回についての研究論述は，「戦争以前の教育の
在り方」と「平和と美術教育」ということで考察し
たいと考えるものである。（2009．9）
註訳
・註１・註２）引用にあたって，なるべく原文に
沿って掲載しているが，旧漢字と旧仮名使いにつ
いては，現代漢字および仮名使いに直して記述し
ているところがある。
・註３）「理解」と同意で，原文表記による。
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